
新型Tarmac SL7 とEmonda SLR9を徹底比
較！！

お前ら、気になるやろう？

 

新型のS-Works Tarmac SL7とTREK Emonda SLR9の

頂上対決を！！！

 

まず注目したいのは、色が似てるということだ。

 

そして、踏めば進むフレームの割にエアロダイナミクスと

ソーシャルディスタンスを兼ね備えた高強度カーボンを採用した

オールラウンドなフレームということだ。

 

https://cyclo-rider.net/2020/08/05/%e6%96%b0%e5%9e%8btarmac-sl7-%e3%81%a8emonda-slr9%e3%82%92%e5%be%b9%e5%ba%95%e6%af%94%e8%bc%83%ef%bc%81%ef%bc%81/
https://cyclo-rider.net/2020/08/05/%e6%96%b0%e5%9e%8btarmac-sl7-%e3%81%a8emonda-slr9%e3%82%92%e5%be%b9%e5%ba%95%e6%af%94%e8%bc%83%ef%bc%81%ef%bc%81/
https://cyclo-rider.net/wp-content/uploads/2020/08/c63aa8cbf19b.png


フレームのパフォーマンスは、計り知れないモノがある。

 

軽いのに軽さを意識しない走りで、

踏み出しは軽いのに踏み応えがある。

 

エアロダイナミクスを採用しているフレームにも関わらず

軽量かつエアロを感じさせないフレームに仕上がっている。

 

空気抵抗を感じさせず、高速巡航に優れているフレームにも

関わらず、しっかり身体に空気抵抗を感じるフレームだということだ。

 

まさに、踏めば進むカーボンフレームだが、

カーボンを感じさせないカーボンを採用している。

 

両者ともに踏めば進むシートポストや

また、踏めば進むエアロステムやハンドルを採用しているのも

特筆すべき点だ。

 

ホイールに至っては、まさに転がるホイールにも関わらず、

転がってる感を極限までなくすメーカーの血の滲むような

努力が窺えるものに仕上がっている。

 



オレのレビューはこんな感じや。知らんけど。

 

↓↓↓↓↓↓クリックしてポイントランキングにご協力ください！！！

http://cycle.blogmura.com/roadbike/

